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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ICC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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KBECTHIEL =& b UFD1L (AA: 208-307) DR s h AR ZRTH .

COBIGFICE->TaA—RENB2UNRIEL, %2R EBBEIWR > /X9 & 4 (nuclear protein localization-4) H&U/BY Y
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12 3 4 5 K562 (1) . Hela (2) . A431 (3) . PC-2 (4) . BLTU A549 (5) 4BAEAMRYDI<NT
FBUDILYYZAmAb £\ I R2 YT 0y MET.
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UFD1L ® 77 R mAb %F3( /= Hela 4Bl D REERE. 5: DRAQS EHDNABE,
7x: Alexa Fluor-555 7 7 QA OV TIEH L =T O F U T4 T AV N,
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UFDIL <Y X mAb (4%) %#F(\/= Hela il m e, &: DRAQS HiY: DNA
BE, 7 AlexaFluor-555 7 7 OA OV T SNFE=T I F U T4 T AV N,

UFDIL Y™ X mAb () £ AT 47 a> haO—JL (FR) £{EAL = Hela @ign 70—
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Counts

UFD1L ¥ X mAb & DAB & %FERL /57 « VEIRE MRIBEASORRAML
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	製品名: UFD1Lマウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM81717
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、核タンパク質局在化タンパク質4（nuclear protein localization-4）およびバロシン含有タンパク質（valosin-including protein）という2つのタンパク質と複合体を形成し、この複合体はユビキチン化されたタンパク質の分解に必須である。さらに、この複合体は有糸分裂紡錘体の分解と有糸分裂後の閉鎖核膜の形成を制御する。この遺伝子の変異は、キャッチ22症候群、心臓および頭蓋顔面の異常と関連付けられている。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生じる。関連する偽遺伝子が18番染色体上に同定されている。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	K562（1）、Hela（2）、A431（3）、PC-2（4）、およびA549（5）細胞溶解物に対するUFD1LマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	UFD1LマウスmAbを用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識したアクチンフィラメント。
	

	UFD1LマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	UFD1L マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	UFD1L マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト食道癌組織の免疫組織化学分析。
	

	UFD1L マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮内膜癌組織の免疫組織化学分析。

